
（
第
一
類
第
九
号
）

衆第
百
人

＝十
ロi九
回
国J
院会

経

ラ

業

済

産

平
成
二
十
七
年
三
月
二
十
日
（
金
曜
日
）

午
前
九
時
開
議

出
席
委
員
委

員

長

江

田

康

幸

君

理

事

佐

藤

ゆ

か

り

君

理

事

鈴

木

淳

司

君

理

事

田

中

良

生

君

理

事

三

原

朝

彦

君

理

事

八

木

哲

也

君

理

事

中

根

康

浩

君

理

事

鈴

木

義

弘

君

理

事

富

田

茂

之

君

穴

見

陽

一

君

井

上

貴

博

君

石

川

昭

政

君

大

岡

敏

孝

君

大

見

正

君

岡

下

昌

平

君

梶

山

弘

志

君

勝

俣

孝

明

君

神

山

佐

市

君

黄

川

田

仁

志

君

佐

々

木

紀

君

塩

谷

立

君

白

石

徹

君

白

須

賀

貴

樹

君

瀬

戸

隆

一

君

関

芳

弘

君

冨

樫

博

之

君

長

尾

敬

君

野

中

厚

君

福

田

達

夫

君

藤

井

比

早

之

君

細

田

健

一

君

宮

崎

政

久

君

山

田

賢

司

君

若

宮

健

嗣

君

神

山

洋

介

君

近

藤

洋

介

君

篠

原

孝

君

田

嶋

要

君

渡

辺

周

君

落

合

貴

之

君

木

下

智

彦

君

園

重

徹

君

藤

野

保

史

君

真

島

省

三

君

野

間

健

君

経
済
産
業
大
臣

経
済
産
業
副
大
臣

経
済
産
業
副
大
臣

経
済
産
業
大
臣
政
務
官

政
府
特
別
補
佐
人

（
原
子
力
規
制
委
員
会
委
員
長
）

政
府
参
考
人

（
内
閣
府
地
域
経
済
活
性
化
支

援
機
構
担
当
室
次
長
）

宮

沢

洋

一

君

山
際
大
志
郎
君

高

木

陽

介

君

関

芳

弘

君

田
中
俊
一
君

西

田

直

樹

君

第
一
類
第
九
号

経
済
産
業
委
員
会
議
録
第
三
号

委

政
府
参
考
人

（
総
務
省
大
臣
官
房
審
議
官
）

政
府
参
考
人

（
外
務
省
大
臣
官
房
審
議
官
）

政
府
参
考
人

（
財
務
省
大
臣
官
房
審
議
官
）

政
府
参
考
人

（
文
部
科
学
省
研
究
開
発
局
長
）

政
府
参
考
人

（
厚
生
労
働
省
政
策
統
括
官
）

政
府
参
考
人

（
経
済
産
業
省
大
臣
官
房
地
域

経
済
産
業
審
議
官
）

政
府
参
考
人

（
経
済
産
業
省
大
臣
官
房
審
議

官）政
府
参
考
人

（
経
済
産
業
省
経
済
産
業
政
策

局
長
）

政
府
参
考
人

（
経
済
産
業
省
産
業
技
術
環
境

局
長
）

政
府
参
考
人

（
経
済
産
業
省
商
務
情
報
政
策

局
長
）

政
府
参
考
人

（
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
長
官
）

政
府
参
考
人

（
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
次
長
）

政
府
参
考
人

（
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
廃
炉
・

汚
染
水
特
別
対
策
監
）

政
府
参
考
人

（
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
・
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
部

長）政
府
参
考
人

（
中
小
企
業
庁
長
官
）

政
府
参
考
人

（
中
小
企
業
庁
事
業
環
境
部
長
）

政
府
参
考
人

（
原
子
力
規
制
庁
長
官
官
房
審

議
問
｛
呂
）

平
成
二
十
七
年
三
月
二
十
日
‘

員
青

木

信

之

君

豊

田

欣

吾

君

星

野

次

彦

君

田
中
正
朗
君

石
井
。
淳
子
君

井

上

宏

司

君

黒

津

利

武

君

菅

原

郁

郎

君

片

瀬

裕

文

君

富

田

健

介

君

上

田

隆

之

君

高

橋

泰

三

君

糟

谷

敏

秀

君

木

村

陽

一

君

北

川

慎

介

君

佐

藤

悦

緒

君

之三、
~ 

議

録

第

房

原

竹

内

大

二

君

乾

敏

一

君

委
員
の
異
動

三
月
二
十
日

辞
任勝

俣

孝

明

君

佐

々

木

紀

君

白

石

徹

君

武

村

展

英

君

同
日辞
任白
須
賀
貴
樹
君

瀬

戸

隆

一

君

長

尾

敬

君

山

田

賢

司

君

同
日辞
任藤
井
比
早
之
君

同
日辞
任大
岡

補
欠
選
任

長

尾

敬

君

白
須
賀
貴
樹
君

山

田

賢

司

君

瀬

戸

隆

一

君

補
欠
選
任

佐

々

木

紀

君

藤
井
比
早
之
君

勝

俣

孝

明

君

白

石

徹

君

補
欠
選
任

大

岡

敏

孝

君

補
欠
選
任

武

村

展

英

君

敏
孝
君

一
月
十
九
日

外
国
為
替
及
び
外
国
貿
易
法
第
十
条
第
二
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
北
朝
鮮
を
仕
向
地
と
す
る
貨
物
の
輸
出
及
び

北
朝
鮮
を
原
産
地
又
は
船
積
地
域
と
す
る
貨
物
の
輸
入

に
つ
き
承
認
義
務
を
課
す
る
等
の
措
置
を
講
じ
た
こ
と

に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
の
件
（
内
閣
提
出
、
承
認
第

一口す）

は
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
。

大

村

哲

臣

君

本
日
の
会
議
に
付
し
た
案
件

) 

（
八
五
）

仁3
τ王

政
府
参
考
人
出
頭
要
求
に
関
す
る
件

外
国
為
替
及
、
び
外
国
貿
易
法
第
十
条
第
二
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
北
朝
鮮
を
仕
向
地
と
す
る
貨
物
の
輸
出
及
び

北
朝
鮮
を
原
産
地
又
は
船
積
地
域
と
す
る
貨
物
の
輸
入

に
つ
き
承
認
義
務
を
課
す
る
等
の
措
置
を
講
じ
た
こ
と

に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
の
件
（
内
閣
提
出
、
承
認
第

一口す）

経
済
産
業
の
基
本
施
策
に
関
す
る
件

私
的
独
占
の
禁
止
及
ぴ
公
正
取
引
に
関
す
る
件

O
江
田
委
員
長
こ
れ
よ
り
会
議
を
聞
き
ま
す
。

経
済
産
業
の
基
本
施
策
に
関
す
る
件
並
ぴ
に
私
的
独
占

の
禁
止
及
ぴ
公
正
取
引
に
関
す
る
件
に
つ
い
て
調
査
を
進

め
ま
す
。

こ
の
際
、
お
諮
り
い
た
し
ま
す
。

両
件
調
査
の
た
め
、
本
日
、
政
府
参
考
人
と
し
て
内
閣

府
地
域
経
済
活
性
化
支
援
機
構
担
当
室
次
長
西
田
直
樹

君
、
総
務
省
大
臣
官
房
審
議
官
青
木
信
之
君
、
外
務
省
大

臣
官
房
審
議
官
豊
田
欣
吾
君
、
財
務
省
大
臣
官
房
審
議
官

星
野
次
彦
君
、
文
部
科
学
省
研
究
開
発
局
長
田
中
正
朗
君
、

厚
生
労
働
省
政
策
統
括
官
石
井
淳
子
君
、
経
済
産
業
省
大

臣
官
房
地
域
経
済
産
業
審
議
官
井
上
宏
司
君
、
経
済
産
業

省
大
臣
官
房
審
議
官
黒
津
利
武
君
、
経
済
産
業
省
経
済
産

業
政
策
局
長
菅
原
郁
郎
君
、
経
済
産
業
省
産
業
技
術
環
境

局
長
片
瀬
裕
文
君
、
経
済
産
業
省
商
務
情
報
政
策
局
長
富

田
健
介
君
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
長
官
上
田
隆
之
君
、
資

源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
次
長
高
橋
泰
三
君
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー

庁
廃
炉
・
汚
染
水
特
別
対
策
監
糟
谷
敏
秀
君
、
資
源
エ
ネ

ル
ギ
ー
庁
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
長
木
村
陽

一
君
、
中
小
企
業
庁
長
官
北
川
慎
介
君
、
中
小
企
業
庁
事

業
環
境
部
長
佐
藤
悦
緒
君
、
原
子
力
規
制
庁
長
官
官
房
審

議
官
大
村
哲
臣
君
及
び
原
子
力
規
制
庁
長
官
官
房
原
子
力

安
全
技
術
総
括
官
竹
内
大
二
君
の
出
席
を
求
め
、
説
明
を

聴
取
し
た
い
と
存
じ
ま
す
が
、
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。









2015 年 3 月 20 日 衆議院経済産業委員会配布資料                日本共産党 藤野保史 

 

 

 

柏崎刈羽原子力発電所は７つの号機が立地してい

ます。原子力規制委員会として、福島第一原子力発電

所事故の検証の中で、複数基の集中立地については事

故対応上の大きな課題として取り上げられていまし

たが、この集中立地に対する考え方を明確に説明して

ください。 

（2013 年 5 月 10 日の柏崎市の要望書から抜粋） 

 

福島第一原子力発電所の事故の検証の中で、複数基

の集中立地については事故対応上の大きな課題とさ

れましたが、この集中立地に対する考え方について説

明してください。 

（2014 年 8 月 7 日の柏崎市の要望書から抜粋） 

新潟県柏崎市の原子力規制委員会への 

原子炉の集中立地についての要望 




